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【は
じ
め
に
】

タ
イ
ト
ル
は
本
会
の

「会
歌
」
の

一

節
で
す
。
会
歌
は
、
私
達
に
目
指
す
道

を
示
し
、
希
望
と
元
気
を
沸
き
上
が
ら

せ
て
く
れ
ま
す
。

【都
教
育
庁
の

本
会
へ
の
期
待
】

二
月
二
十
二
日

「東
京
都
教
育
庁
幹

部
と
の
教
育
懇
談
会
」
を
、
四
年
ぶ
り

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
京
都
退
職
校
長
会

の
目
的

の

一

つ

「教
育

へ
の
寄
与
」
活
動
に
籠
め
ら

れ
た
会
員
諸
氏
の
思
い
を
伝
え
、
更
な

る
教
育
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
、
次
の

長
代
理

一
名
の
計
九
名
が
参
加
さ
れ
、

質
問
や
要
望
に
丁
寧
に
対
応
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
特
に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
は
高
い
関
心
を
示
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
う
し
た
幹
部
の
方
々
の
対
応
に
、

本
会
に
対
す
る
都
側
の
期
待
と
、
本
会

に
重
き
を
置
い
て
く
だ
さ
る
姿
勢
を
感

じ
ま
し
た
。
本
会
と
し
て
、
都
及
び
地

域
社
会
の
教
育
支
援
に
対
す
る
、
更
な

る
頑
張
り

へ
の
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

【
い
じ
め
対
応
サ
ポ
ー
タ
ー
】

支
部
長
会
で

「
い
じ
め
対
応
サ
ポ
ー

と
思
い
ま
す
。
教
育
研
究
プ
ロ
ジ

エ
ク

ト
チ
ー
ム
で
取
り
組
ん
で
い
る

「教
育

へ
の
寄
与
」
活
動
の

一
つ
が
、
歩
み
を

進
め
ま
す
。

【終
わ
り
に
】

こ
の
度
の
能
登
半
島
地
方
で
の
災
害

に
際
し
て
は
、　
一
日
も
早

い
復
興
を

願

っ
て
お
り
ま
す
。
小
中
学
校
全
校
で

授
業
が
再
開
さ
れ
、
登
校
す
る
子
供
た

ち
の
笑
顔
に
、
東
京
都
退
職
校
長
会
と

し
て
も

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

、
）０
？^

テ
ー
マ
を
設
定
し
ま
し
た
。

一
つ
は

「教
員
の
働
き
方
改
革
」
の

実
状
を
知
る
こ
と
。
二
つ
は
今

「教
室

で
行
わ
れ
て
い
る
授
業
」
特
に
、
「
小

中
学
校
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し

た
授
業
」
に
つ
い
て
知
る
こ
と
。
三
つ

は
、
会
員
の
皆
様
と

一
緒
に
取
り
組
ん

で
い
る

「
教
育
研
究
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

チ
ー
ム
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
基
に
、
本

会
の
願
い
を
伝
え
る
こ
と
で
し
た
。

都
側
は
、
人
事
部
石
毛
朋
充
課
長
、

総
務
部
江
川

徹
課
長
、
指
導
部
毛
利

元

一
課
長
を
は
じ
め
八
名
の
課
長
と
課

タ
ー
事
業
」
に
つ
い
て
、
東
京
都
教
育

庁
指
導
部
指
導
企
画
課
か
ら
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
い
じ
め
の
早
期
解
決
を
目

指
し
、
生
活
指
導
や
い
じ
め
対
応
に
関

し
て
豊
富
な
経
験
と
高
い
専
門
性
を
有

す
る
本
会
の
会
員
に

「
い
じ
め
対
応
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の
協
力
要
請
で
す
。

会
員
の
反
響
は
高
く
、
「
い
じ
め
対

応
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
希
望
す
る
声
が
本

部
に
届
い
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
で

関
心
の
あ
る
方
、
応
援
し
た
い
と
思
う

方
は
ぜ
ひ
本
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

本
会
と
し
て
皆
で
協
力
し
て
い
き
た
い

東
京
都
退
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東
京
都
教
育
庁
幹
部
と
の
教
育
懇
談
会

令
和
６
年
２
月
２２
日

（木
）
、
東

京
都
庁
教
育
委
員
会
室
を
会
場
に
標

記
の
懇
談
会
が
持
た
れ
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
実
に
令
和
２
年
２

月
以
来
の
企
画
で
し
た
。

懇
談
会
に
は
ご
多
用
の
中
、
人
事

部
勤
労
課
長
石
毛
朋
充
様
は
じ
め
、

江
川
徹
様

（総
務
部
情
報
企
画
担
当

課
長
）
、
土
屋
秀
人
様

（指
導
部
指

導
企
画
課
長
）
、
毛
利
元

一
様

（指

導
部
企
画
推
進
担
当
課
長
）
、
坂
本

教
喜
様

（指
導
部
義
務
教
育
指
導

課
長
）
、
中
村
大
介
様

（指
導
部
特

別
支
援
教
育
指
導
課
長
）
、
信
岡
新

吾

様

（
指
導

部
高
等
学
校

教
育
指
導

課

長
）
、
坂
井
良

充
様

（
総
務

部
広
報
統
計

課
長
）
、
渡
辺

宏

延
様

（
総

務
部
広
報
統

計
課
課
長
代
理
）
の
９
名
の
方
々
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
か
ら
は
角

田
美
枝
子
会
長
以
下
、
相
談
役
３
名
、

副
会
長
４
名
、
部
長
２
名
、
事
務
局

長
１
名
の
計
１１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

事
前
に
三
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定
、

当
日
は
趣
旨
説
明
を
行

い
、
そ
の
回

答
を
受
け
懇
談
に
入
り
ま
し
た
。

三
つ
の
テ
ー
マ

ー
．
都
に
お
け
る

「学
校
の
働
き
方

改
革
」
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

２
．
「
東
京
型
教
育
モ
デ
ル
」

の
実

現
状
況
に
つ
い
て

３
．
「
教
育

へ
の
寄
与
」
に
つ
い
て

「東
京
の
教
育
の
今
」
を
知
り
、
「
教

育

へ
の
寄
与
活
動
」
の
活
性
化
を
目

指
し
ま
し
た
。

教
育
庁
か
ら
の
テ
ー
マ
ヘ
の
回
答

は
次
の
通
り
で
す
。

【都
に
お
け
る

「学
校
の
働
き
方
改

革
」
】

都
教
育
委
員
会
は
こ
れ
ま
で
、
平

成
３０
年
２
月
に
学
校
に
お
け
る
働
き

方
改
革
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
外

部
人
材
の
活
用
や
デ
ジ
タ
ル
化
等

の

取
組
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
組
の
結
果
、
時
間
外

勤
務
の
状
況
は
改
善
傾
向
に
あ
る
が
、

依
然
と
し
て
長
時
間
勤
務
の
教
員
が

多

い
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
の
質
の
維
持

。
向
上
に

向
け
て
は
、
教
員
が
や
り
が

い
を

も

っ
て
生
き
生
き
と
働
け
る
環
境
づ

く
り
を

一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

こ
の
た
め
、
都
教
育
委
員
会
は
、

今
後
、
集
中
的
に
取
り
組
む
べ
き
具

体
的
な
対
策
を

「
実
行
プ

ロ
グ
ラ

ム
」
と
し
て
令
和
５
年
度
中
に
取
り

ま
と
め
、
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改

革
を
更
に
加
速
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

（回
答
課
　
人
事
部
勤
労
課
）

【東
京
型
教
育
モ
デ
ル
】

予
測
困
難
時
代
を
生
き
る
子
供
た

ち
は
、
自
分
の
良
さ
や
可
能
性
を
認

識
す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
人
々
と

協
働
し
な
が
ら
様
々
な
社
会
的
変
化

を
乗
り
越
え
、
持
続
可
能
な
社
会

の

創
り
手
と
な
る
資
質

・
能
力
を
身
に

付
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

都
で
は
、
東
京
都
教
育
施
策
大
綱

を
踏
ま
え
、
身

に
付
け
る
べ
き
資

質

・
能
力
及
び
授
業
改
善
の
ポ
イ
ン

ト
を
整
理
し
、
令
和
５
年
４
月
に
指

導
資
料

「
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
こ

れ
か
ら
の
学
び
の
提
案
」
に
ま
と
め
、

区
市
町
村
教
育
委
員
会
及
び
都
立
学

校
長
に
向
け
発
出
し
ま
し
た
。

本
資
料
で
は
、
子
供
た
ち
が
身
に

付
け
る
資
質

・
能
力
を

「
予
測
困
難

な
時
代
に
お
い
て
、
よ
い
変
化
を
起

こ
そ
う
と
、
自
分
で
課
題
を
設
定
し

振
り
返
り
、
責
任
を
持

っ
て
行
動
す

る
力
」
と
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、　
一

斉
指
導
を
行
わ
ず
子
供
に
学
び
を
委

ね
る
授
業
を
全
体
の
２
割
程
度
か
ら

始
め
る
よ
う
提
案
し
て
お
り
、
３
つ

の
学
び
に
示
さ
れ
た
要
素
を
有
機
的

に
関
連
さ
せ
な
が
ら
授
業
作
り
を
行

う
内
容
と
し
て
い
ま
す
。

誰

一
人
取
り
残
さ
ず
、
全
て
の
子

供
が
将
来

へ
の
希
望
を
も

つ
て
自
ら

伸
び
、
育

つ
教
育
を
目
指
す
東
京
型

教
育
モ
デ
ル
の
実
現
に
向
け
、
授
業

改
善
の
手
掛
か
り
と
し
て
活
用
し
て
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も
ら
う
よ
う
、
都
教
委
訪
問
等
の
機

会
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
周
知

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
、
学
校
現
場
か
ら
求
め
ら
れ

る
実
践
事
例
に
つ
い
て
は
、
研
究
校

に
お
け
る
研
究
成
果
を
都
内
全
公
立

学
校
で
共
有
す
る
場
を
設
定
す
る
な

ど
、
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（回
答
課
　
総
務
部
教
育
政
策
課
）

【教
育

へ
の
寄
与
】

都
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
を
取

り
巻
く
環
境
が
複
雑
化

。
多
様
化

し
、
求
め
ら
れ
る
役
割
が
拡
大
す
る

中
、
学
校
教
育
の
更
な
る
充
実
の
た

め
、
学
校
の
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
教
育
庁
指
導
部
に
お
い
て
、

一
括
し
て
直
接
学
校
を
支
援
す
る
よ

う
な
シ
ス
テ
ム
は
持
ち
合
わ
せ
て
い

ま
せ
ん
が
、
各
事
業
の
中
で
、
学
校

に
関
わ
る
支
援
業
務
を
実
施
し
て
き

て
お
り
ま
す
。

２
点
ご
紹
介
し
ま
す
。
①

【
い
じ

め
対
応
サ
ポ
ー
タ
ー
】
「
子
供
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
学
校
づ
く
り
検

証
事
業
」
を
実
施
し
、
子
供
の
よ
さ

や
成
長
、
気
に
な
る
様
子
を
共
有
す

る
校
内
の
仕
組
み
づ
く
り
、
教
員
に

助
言
し
必
要
な
対
応
を
行
う
人
材
の

配
置
。
②

【教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
機

能
強
化
補
助
事
業
】
区
市
町
村
が
設

置
す
る
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

「
不
登
校
児
童

・
生
徒

へ
の
支
援
」

に
関
わ
る
人
材
の
配
置
に
対
す
る
補

助
。そ

の
他
に
も
、
【
ス
ク
ー
ル
バ
ス

安
全
運
行
支
援
員
〓
学
習
指
導
員
】

【理
数
教
育
支
援
員
】

【産
業
教
育

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
支
援
員
】
な
ど
が

ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
随
時
、

東
京
都
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
募
集
を
行

っ
て
お
り
ま

す
。こ

れ
ま
で
も
、
臨
時
的
任
用
教
員

等
の
確
保
に
当
た
り
、
貴
会
会
員
の

方

へ
の
周
知
な
ど
、
ご
協
力
を

い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

教
育
管
理
職
を
経
験
さ
れ
た
皆
様
の

ご
協
力
を

い
た
だ
け
る
よ
う
、
情
報

提
供
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（回
答
課
　
指
導
部
指
導
企
画
課
）

財
政
の
安
定
化
に
向
け

財
政
安
定
化
委
員
会

委
員
長

草
野

一
紀

本
委
員
会
の
目
的
は
、
財
政
難
に

陥

っ
て
い
る
本
会
の
財
政
の
改
善
の

方
策
を
検
討
し
、
運
営
の
改
善
に
役

立
て
る
こ
と
で
す
。

会
の
財
政
は
、
約
２
，
１００
名
の
会
員
の

会
費
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
節
減
で
き
な

い
支
出
だ

け
で
す
で
に
会
費
収
入
を
上
回

っ
て

お
り
、
特
別
会
計
か
ら
の
持
ち
出
し

と
Ｔ
社
か
ら
の
寄
附
金
で
し
の
い
で

い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
も
そ
も
財
政
難
の
原
因
は
、
会

員
数
の
減
少
に
あ
り
ま
す
が
、
か
つ

て
剛
人
超
の
会
員
を
擁
し
た
時
代
の

財
政
規
模
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
に

起
因
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
改

善
し
、
財
政
の
安
定
化
を
図
る
に
は
、

会
の
ス
リ
ム
化
し
か
方
法
は
あ
り
ま

せ
ん
。
活
動
の
質
を
維
持
し

つ
つ
の

改
善
は
険
し
い
道
で
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解

。
ご
協
力
に
よ
り
、
前
進

し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

厳
し
い
現
状
と
期
待
の
会
員
増

予
算
編
成
委
員
会委
員
長

桐
谷
澄
男

本
会
は
会
員
減
が
顕
著
に
進
み
、

年
々
財
政
規
模
が
小
さ
く
な

っ
て
い

ま
す
。　
一
般
会
計
に
は
会
則
に
則

っ

た
重
要
な
項
目
が
多
く
、
縮
小
し
に

く
く
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
予
算
編

成
委
員
会
で
は
、
懸
命
に
遣
り
繰
り

し
て
予
算
を
組
み
立
て
て
参
り
ま
し

た
。し
か
し
、
予
算

の
削
減
だ
け
で
は
、

も
う
限
界
が
あ
り
ま
す
。
「
予
算
編

成
委
員
会
」
と
「会
員
増
強
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
テ
ー
ム
」
と
は
車
の
両
輪
。　
一

つ
に
な

っ
て
、　
一
層
頑
張

っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

期
待
は
会
員
増
で
す
。
幸

い
に
も
、

支
部
長
会
に
お
い
て
、
会
員
増
に
向

け
て
工
夫
さ
れ
た
手
法
が
本
会
支
部

長
か
ら
紹
介
さ
れ
、
各
支
部
で
は
、

そ
れ
を
参
考
に
、
今
、
正
に
会
員
勧

誘
の
最
中
で
す
。

な
お
、
全
委
員
会
が

一
丸
と
な

っ

て
、
本
会
の
将
来
を
考
え
て
備
蓄
に

つ
い
て
し

っ
か
り
と
計
画
を
立
て
て

い
る
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

-3-



令和6年 4月 23日 東京都 退職校 長会 会報 第222号

「業
務
運
営
改
善
委
員
会
」発
足

業
務
運
営
改
善
委
員
会

委
員
長

宇
津
木
順

一

令
和
五
年
八
月
三
十

一
日
、
角
田

美
枝
子
会
長
か
ら
５
名
の
委
員
委
嘱

が
あ
り
、
第
１
回
委
員
会
を
開
催
し

た
。
・
委
員
会
設
置
の
趣
旨

・
目
的

会
長
の
運
営
方
針

「会
則
に
則

っ

た
、
穏
や
か
に
、
協
力
し
合

っ
て
、

温
も
り
の
あ
る
運
営
」
を
ふ
ま
え
、

業
務
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
・
委
員

（任
期
２
年
）

宇
津
木
順

一
、
桐
谷
澄
男
、
西
田

敦
子
、
壺
内
　
明
、
赤
坂
寅
夫

・
委
員
会
開
催

令
和
五
年
度
は
４
回
開
催

。
主
な
検
討
事
項

①
本
会
の
組
織
運
営
の
仕
組
み
を

簡
明
に
示
す
組
織
図

②
東
京
都
の
新
た
な
定
年
制

（定

年
引
上
げ
及
び
役
職
定
年
制
）

の
実
施
に
伴
う
会
則
の

一
部
改

正

（案
）
（本
改
正
案
は
第
３

回
支
部
長
会
で
提
案
し
承
認
さ

れ
て
い
る
。
）

③
本
部
直
属
の
ク
ラ
ブ
活
動

④
準
会
員
、
特
別
会
員
等

。
次
年
度

へ
向
け
て

諸
課
題
に
つ
い
て
継
続
し
て
検
討

す
る
。
検
討
事
項
に
つ
い
て
は
随
時

支
部
長
会
等
で
報
告
し
業
務
運
営
の

改
善
に
資
す
る
。

令
和
六
年
度

定
期
総
会
に

令
和
六
年
度
定
期
総
会
は
、
左
記

の
通
り
、
行
わ
れ
ま
す
。

○
日
時
　
五
月
十
五
日

（水
）

一
二
時
三
〇
分

○
会
場
　
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ

エ
フ

（Ｊ
Ｒ
四
ツ
谷
駅
麹
町
口
前
）

・
受
付
　
　
　
　
一
二

・
〇
〇

・
定
期
総
会
　
　
一
二

・
三
〇

・
会
員
研
修
会

　

一
四

。
三
〇

・
懇
親
会
　
　
　
一
六

・
○
○

・
終
了
　
　
　
　
一
八

・
〇
〇

本
年
は
角
田
会
長
以
下
新
体
制
三

年
目
の
総
会
と
な
り
ま
す
。
総
会
に

当
た
り
ま
し
て
は
、
功
労

・
栄
誉

・

長
寿
会
員
の
皆
様
に
ご
案
内
状
を
お

送
り
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

昨
年
同
様
会
場
や
コ
ロ
ナ
等

の
件
に

鑑
み
、
個
々
の
方
々
へ
の
ご
案
内
状

は
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当

日
は
、
各
代
表
お

一
人
に
感
謝
状
、

寿
詞
、
賀
詞
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

代
表
者
以
外
の
方
々
に
は
、
支
部
に

お
届
け
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

い
た

だ
き
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
当
日
の
総
会
、
会
員
研
修

会
、
懇
親
会

へ
の
各
支
部
か
ら
の
参

加
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
三
月
下
旬

に
各
支
部
長
宛
に
、
連
絡
さ
せ
て
い

た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

（総
務
部
担
当
副
会
長
　
赤
坂
寅
夫
）

つ
い
て

令和6年度 「第 1回 0第 2回会員研修会」のこ案内
東京都退職校長会 会長 角田美枝子

生涯学習部

令和 6年度の会員研修会は、第 1回会員研修会 。第 2回会員研修会を下記のように、関連付けて実

施いたします。こ参力0をお待ちしております。

。第 1回会員研修会

日 時  5月 15日 (水 )
総会後  請演「自然を楽しもう !」 《理論編》
内 容  山歩き 。野外歩きの楽しみ方、山野草とのふれあい方等を学ぶ
。第 2回会員研修会

日 時  11月 13日 (水)<予 備日 11月 21日 (木)>
内 容  野外散策「自然を楽しもう !」 《実践編》皇居東御苑を散策

。本年度と同じように、全支部長にメールで資料等をお送りいたします。

支部長は、会員の方々にメール等で連絡をお願いいたします。

・第 1回会員研修会に参力0されていない方も、第 2回会員研修会に参加できます。

「生き生き人生をめざして」～自然を楽しもう～

趣旨 山歩き 。野外散策を通して、山野草とのふれあい方等、自然とのかかわりを大切にする
こと、自然を楽しむことを経験し、さらなる生き生き人生をめざす。

講師 荒川支部 荒川シルバー大学代表副理事長  箭内 忠義先生 (第 1回・第 2回両方 )
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一

て
い
る
。
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「い
じ
め
対
応
サ
ポ
ー
タ
ー
」

事
業
に
つ
い
て
（御
協
力
依
頼
）

東
京
都
教
育
庁
指
導
部

指
導
企
画
課

課
長
　
　
　
　
土
屋
　
秀
人

統
括
指
導
主
事
　
渡
田
奈
津
子

都
教
育
委
員
会

で
は
、

い
じ

め
問
題

へ
の
取
組

の
強
化
を
目

指
し

「
子
供
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
学
校
づ
く
り
検
証
事
業

（
い
じ
め
対
応
サ
ポ
ー
タ
ー
）
」

を
実
施
し
て
い
る
。

サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

い
じ
め
問

に
知
見
を
持

つ
外
部
人
材
が
、

供

の
気
に
な
る
様
子
に
関
す

実
態
把
握
、
児
童

。
生
徒
理

等
に
関
す
る
学
級
担
任
等

ヘ

助
言
な
ど
、

い
じ
め
問
題

の

然
防
止
や
早
期
発
見
に
資
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
事

は
、
趣
旨
等
を
踏
ま
え
た
学

が
応
募
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の

選
も
学
校
が
主
体
と
な

っ
て

う
。
サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、
全

の
子
供

た
ち

が
安

心

し

て

活
で
き
る
学
校
で
あ
る
よ
う
、
一

員
を
補
助
し
支
え
る
役
割
を

一

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待

一

て
お
り
、
退
職
校
長
会

の
皆

一

の
御
経
験
等
か
ら
、
是
非
、
　

一

協
力

い
た
だ
け
る
よ
う
願

っ
　
一

台
東
支
部
の
会
員
数
は
十

一
名
と

少
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
は
米

寿
を
迎
え
ら
れ
て
も
現
役
で
認
定
こ

ど
も
園
の
園
長
と
し
て
活
動
し
て
い

る
方
が
い
る
。
傘
寿
を
過
ぎ
て
も
算

数
教
育
研
究
会
で
活
躍
し
て
い
る
方

も

い
る
。
ま
た
、
町
の
老
人
会
の
会

長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
方
も

い
る
。

区
の
教
育
委
員
に
昨
年
再
任
さ
れ

た
方
が
い
る
。
こ
の
方
は
、
大
学
で

教
員
志
望
の
学
生
の
指
導
を
し
て
い

て
、
学
習
支
援
子
供
食
堂
を
始
め
た
。

最
近
ま
で
全
国
高
等
学
校
長
協
会

の
事
務
局
長
を
務
め
て
い
た
方
が
い

る
。
こ
の
方
は
大
学
で
講
師
を
し
な

が
ら
、
町
会
の
理
事
も
務
め
て
い
る
。

ま
た
、
大
学
で
授
業
を
行

い
な
が

ら
、
区
の
人
権
擁
護
委
員
に
任
命
さ

れ
、
多
忙
な
中
で
支
部
の
会
計
を
快

く
引
き
受
け
て
く
れ
た
方
も

い
る
。

こ
の
よ
う

に
我
が
支
部
は
多
士

済
々
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
支
部

活
動
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

御 様 し担 教 生 て 行 人校 業 る未 の 解 る子 題

初めて「がん」「上皮内新生物」と診断
確定されたとき

「がん」「上皮内新生物」の治療を
目的とする入院をしたとき

「がん」「上皮内新生物」の治療を目的
とする次のいずれかの通院をしたとき

①特定の治療(*1)のための通院
②初めて診断確定をされた日、所定
の治療 (*¬ )を受けた日、または退院
日の翌日から365日以内の通院

ロ

」L=｀｀

J‐D
′し

圧罰憂雨研
|がん保腱″
洒■■百所ア=

保険
期間

保障の開始まで所定の待ち期間(保障されない期間)があります。

T糧る列濠冤1賃
回
籠慮落褥」)を選釉蛉報」「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。暮誓羹孫栃た手|'I議馨象斃誉i言

・個人情報の利用目的 :ア フラック等各種商品やサービスの案内・提供・維持管理に利用します。 場合があります)。 お申込み後にアフ
詳しくは弊社HPを ご参照くださいo                              ラックかり送付する書面をご確認ください。

画面。0120‐ 357‐212
田 三井住友トラスト・ライフバートナ…ズ: アフラック

く;1受保餞会社)

=二音る」を離る

資料請求 。お問い合わせ 。お申込みは

(平 日 9:00～ 20:00土 日祝 9:00～ 17:00)
(■嘉嘲 アフラックは代理店制度を採用しております

〒10■0054東京都千代田区神田鋼町3-11-1
AF003-2023-02745月 2E](240502)

重京澤一法人
=泰
椰

〒10000“ 壺事●千代田区丸の内131
T●L03-6∞ 7‐3866 Fax 03-321

丸の内センタービル1
33田 7Attac
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多
士
済
々
台
東
支
部
長
　
村
山
　
忠
幸

がんと向き合う人を支える基本のがん保険

月払保険料例 個別取扱
左記プランの場合
解約払戻金なしタイプ

保険料払込期間 :終身/定額タイプ

特定保険料払込免除特約なし

年齢 女性

60歳 3,440円 2,080円

65歳 4,110円 2,330円

70歳 4,750円 2,580円

75歳 5,375円 2,855円

80歳 6,000円 3,185円

85歳 6,695円 3,615円

50:rs Srs

一時金として
がん 上皮内新生物

1日につき

5,000円

5,000円

¬日につき

がん。上皮内
新生物それぞれ
1回限り

日数無制限

オリジナルプラン

9F

一
生

涯

保

障

<生きるためのがん保険Daysl>入院給1け金日額 5,000円

男性

診断
給付金

入院
給付金

通院
給付金

①日数無制限
②通院期間中
(365日 以内)日数
無制限
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自
然
豊
か
な
練
馬
支
部

練
馬
支
部
長
　
添
田
　
濃
子

正
月
早
々
、
能
登
で
の
自
然
の
怒

り
の
怖
さ
を
テ
レ
ビ
が
次
々
と
映
し

出
し
ま
し
た
。
以
前
観
た
能
登
の
自

然
の
美
し
さ
と
の
違

い
に
愕
然
と
し

ま
し
た
。

一
歩
外
に
出
る
と
メ
タ
セ
コ
イ
ア

の
木
々
の
隙
間
か
ら
鳥
た
ち
が
楽
し

そ
う
に
遊
び
、
い
つ
も
の
三
宝
寺
池

の
美
し
い
自
然
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

普
段
の
ま
ま
で
良

い
、
そ
れ
が
幸
せ

な
の
だ
か
ら
。
強
く
感
じ
ま
し
た
。

練
馬
区
は
昭
和
２２
年
８
月
に
板
橋

か
ら
分
か
れ
た
２３
番
目
の
区
で
す
。

後
発
で
す
が
２３
区
の
中
で

一
番
自
然

が
多
く
、
児
童
公
園
も
沢
山
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
練
馬
支
部
も

他
の
支
部
と
同
じ
悩
み
を
持

っ
て
お

り
ま
す
。

今
年
度
は
、
①
ｌＯ
地
区
を
４
地
区

に
統
合
し
、
今
ま
で
以
上
に
会
員
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。
②

委
員
会
の
精
選
を
図
り
、
役
員
の
負

担
を
軽
減
す
る
。
③
現
役
の
自
主
校

長
会
に
幹
部
が
出
席
し
、
現
役
校
長

と
の
交
流
を
深
め
、
新
会
員
の
増
強

を
図
る
。

そ
し
て
、
年
代
を
越
え
て
教
育
を

語
り
合
え
る
支
部
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

令
和
五
年
三
月
、
教
員
生
活
、
並

び
に
校
長
と
し
て
の
生
活
が
定
年
を

迎
え
た
と
こ
ろ
、
所
属
し
て
い
る
研

究
会
の
先
輩
方
か
ら
の
お
誘

い
も
あ

り
、
本
会
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し

ま
す
。
私
は
昭
和
六
十

一
年
か
ら
品
川
区
、

千
代
田
区
、
文
京
区
、
国
分
寺
市
、

練
馬
区
、
そ
し
て
新
宿
区
の
小
学
校
、

ま
た
教
育
行
政
で
は
世
田
谷
区
教
育

委
員
会
や
東
京
都
教
育
委
員
会
で
仕

事
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
お
世
話
に
な

っ
た
皆
様
に
は
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
は
、
新
宿
区
立
戸
塚
第

一
小

学
校
で
再
任
用
校
長
と
し
て
、
気
持

ち
を
新
た
に
、
子
供
た
ち
の
た
め
に

と
微
力
で
す
が
、
そ
の
任
に
あ
た

っ

て
お
り
ま
す
。
学
校
現
場
は
課
題
山

積
の
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
が
、

日
々
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
何
と

か
そ
の
職
責
を
果
た
し
て
ま

い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新

入

会

員

の

声

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

新
宿
支
部
　
表
迫
　
信
行

ご希望のご予算に合わせて

お葬式が執 り行えます

東京都民互助会は、東京都退職校長会 会員福利厚生の一環として

昭和51年 4月 より団体契約によるお葬式サービスを提供しております。

会員ご本人様はもとより、ご家族ご親戚の方々もご利用いただけます。

365日 24時間いつでも迅速対応

,事,0120-849-544

東 京 都 退 職 校 長 会 会 員の皆 様 ヘ

本社 :東京都杉並区上荻3-15-17 営業本部 :東京都練馬区北町5-18-153階  ■L03-3396-7231

ぼヽ」|[所 ウゝェルライフグルーコ
鬱東京都民互助会手姜祭典

ホームページ

蝠

直葬・家族葬はもちろん ご弔間の多いお葬式まで承ります
億
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第222号 東京都 退職校 長会 会報 令禾日6年 4月 23日

令
和
４
年
度
に
町
田
市
立
成
瀬
台

中
学
校
に
校
長
職
と
し
て
昇
任

・
着

任
し
、
年
度
末
を
も

っ
て
定
年
退
職

と
な
り
ま
し
た
。
暫
定
再
任
用
職
員

と
し
て
、
任
用
が
認
め
ら
れ
ま
し
た

の
で
引
き
続
き
校
長
職
と
し
て
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

都
の
教
職
歴
は
２６
年
間
で
す
。
多

摩
市
１
校
、
八
王
子
市
４
校

（途
中
、

日
本
人
学
校
１
校
）
、
最
後
が
町
田

市
の
現
任
校
に
な
り
ま
す
。
生
活
指

導
困
難
校
も
複
数
あ
り
、
生
活
指
導

主
任
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
も
長
く

あ
り
ま
し
た
が
、
在
外
教
育
施
設
も

含
め
特
別
支
援
学
級
設
置
校
を
５
校

経
験
し
た
こ
と
が
教
職
経
験
の
豊
か

さ
に
繋
が

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

退
職
校
長
会
の

一
員
と
し
て
気
持

ち
も
新
た
に
、
生
徒
に
寄
り
添
う
学

校
経
営
に
努
め
て
い
く
決
意
で
す
。

今
後
と
も
退
職
校
長
会
の
皆
様
の

御
指
導

・
御
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(福利厚生部担当副会長 増田 稔)

栄えの受章お祝い申し上げます。 (敬称略)
瑞宝中綬章 (1名 )及川 良一 (千葉北部)  瑞宝双光章 (1名)鈴木 一男 (中 野)

栄えの受章お祝い申し上げます。 (敬称略)
(令和 6年 1月 15日現在 本部に届けがあった方々)

瑞宝双光章 (7名)    寺沢  史 (日  南)   高橋 正幸 (千葉中部 )
小池 敏夫 (地方・山梨県)吉 田 欣二 (西多摩)   池田 令子 (埼玉県 )
(令和 3年受章)     森田 洋子 (西多摩)   手塚 近雄 (埼玉県 )

厚生労働省認可                        〒101_0003 東京都千代田区―ツ橋 2-6-2日 本教育会館 5階

教職員共済生活協同組合 東京都事業所 TEL:03-3230-0818

住宅災害等給付金付火災共済

●

火 災 共 済・
~

(11'1t 自然災害共済
′鶉

瘍

に
備
え
る

いと

家財をまもるために。
防災情報や、学校での避難訓練に

役立つコラムを掲載しています。

ぜひこ利用ください !

まずはお気軽に資料鯖求を

家財契約のみでも ヽ
ご:更両「更i西πます。ア

あんしん むすぶ .0

教職員共済 https://www.kyousyok u i n.orj p/

-7-

令和 5年 秋の叙勲受章会員

突然起こる自然災害。

す人ひとりが日常的に防災を

|1意識することが大切です:

それでも防ぎきれない

想定外の自然災害や火災には、

教職員共済の火災共済と

自然災害共済で備えましょう。
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令和6年 4月 23日 東京都 退職校 長会会報 第222号

物

故

者

小
村
　
嘉
造

　

５
・１０
・１７

八
王
子
　
小
　
９５

３０

だ
ん
で
ご
雌
去
を
悼
み

ご
冥
名
を
お
竹
り
や
し
上
げ
ま
す

府
川
　
次
男

　

５
・１０
・２６

武
鮮
■
薦
　
中

９３

４０

氏

名

年
月
日

支
部
名

校種

年齢

名簿頁

市
村
　
　
晋

5

10

29

日

南

′1ヽ

100

39

宮   中
澤  西

靖
之
　
　
５
・５
・９

八
王
子
　
中
　
９２

３０
　
　
入
谷
　
　
弘
　
　
５
・１１
・１３

西
多
摩
　
中
　
７８

５５

義

一
　

５
１

２０

町

田

小

７８

３５

　

宮
澤

歳

男

　

５
…

１４

練

馬

小

９８

２１

村
木
　
通
輝

　

５
・９
・３

北
多
摩
北
部
　
小
　
８９

４３
　

土
田
　
芳
夫

　

５
・■
力

日

南
　
小

８９

３６

脇
田
　
　
廣

　

５
・９
ｉ

神
奈
川
県

月

７４

７１
　
　
一二
丼
　
知
夫

5

11

29

杉

並

イヽ

97

16

福
田

螢

9

19

埼
玉
県

4ヽ

84

66

大
久
保
明
夫

5

11

30

千
葉
南
音|`

4ヽ

87

58

西
田
　
　
達

　

５
。９
歩

足
　
立
　
中
　
９０

２４
　

島
村
　
勝
賞

5

12

2

1ヒ

4ヽ      イヽ

９‐

１８

川
瀬
　
吉
郎

　

５
・１０
・３

板

橋
　
高

９７

２０

　

福
田
　
文
夫

　

５
・１２
・３

八
王
子

９‐

３０

國
山
　
直
輝

　

５
。１０
・５

・―ヒ多
摩
西
部
　
中

９７

５０
　

横
山
　
　
旭

　

５
・１２
・７

町
　
田
　
小

８８

３４

増
渕
　
　
滋

　

５
・１０
・８

人
王
子
　
中

８６

３１
　

関
谷
　
　
久

5

12

12

西
多
摩

中

98

56

立
谷
　
博
美

　

５
・１０
・１２

練
　
馬
　
小
　
９０

２２

　

岩
切
　
正
睦

5

12

13

」ヒ
多
摩
」ヒ
辛ト

4ヽ

93

41

辻
野
　
具
成

　

５
・１０
・１４

八
王
子
　
中

８５

３１

(令和 6年 1月 15日  届出現在 )

（福
利
厚
生
部
担
当
副
会
長
　
増
田
　
稔
）

俳

句

白
梅
や
と
も
に
愛
で
た
る
人
は
逝
き

凡
庸
に
生
き
て
笑
ひ
て
花
菜
漬

目
黒
支
部
　
松
村
由
紀
子

◎
寄
稿
＝
杉
並
支
部
俳
句
ク
ラ
ブ

初
雪
に
足
元
確
か
身
を
屈
め

節
分
や
豆
に
赤
飯
福
を
呼
ぶ

井
口
　
茂

う

つ
う

つ
と
足
萎
え
を
れ
ば
雪
催

残
る
雪
生
活

の
ま
ま
に
隣
り
合
ふ
木
下
佐
千
子

緋
の
蹴
出
し
捌
き
さ
わ
や
「
阿
波
踊
り

滝
行
場
し
ぶ
き
の
先
に
石
蕗
の
花峯
岸
　
誠

短
日
や

跨
線
橋
に

太
宰
泣
く武

蔵
野

・
三
鷹
支
部
　
梅
津
通
郎

※
写
真
俳
句
は
今
静
か
な
ブ
ー
ム
を
見
せ
て

い
ま
す
が
、
本

コ
ー
ナ
ー
で
は
初
掲
載
で

す
。
投
句
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
字
数

の

都
合
上
写
真

一
枚

一
句
の
投
句
で
お
願

い

い
た
し
ま
す
。

編

集

後

記

今
回
の
会
報
に
は
、
令
和
２
年
以

来
の
企
画
で
あ

つ
た
と

い
う

「東
京

都
教
育
庁
幹
部
と
の
教
育
懇
談
会
」

の
内
容
が
、
詳
細
に
書
か
れ
て
い
る
。

今
後
も
さ
ら
に
加
速
す
る
学
校
の

働
き
方
改
革
や
東
京
型
教
育
モ
デ
ル

な
ど
に
つ
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
私

た
ち
退
職
校
長
が
協
力
で
き
る
情
報

提
供
も
、
積
極
的
に
し
て
下
さ
る
と

い
う
力
強

い
言
葉
も

い
た
だ

い
た
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
た
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
を

仮
想
空
間
で
支
援
し
よ
う
と

い
う
実

践
や
学
校
部
活
動
の
地
域
連
携

。
地

域
移
行

へ
つ
な
げ
て
い
く
試
み
な
ど
、

都
の
積
極
的
か
つ
先
進
的
な
取
り
組

み
に
熱
意
と
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
、
都
教
育
委

員
会
と
の
懇
談
は
継
続
し
て
ほ
し
い

と
願

っ
て
い
る
。

退
職
校
長
会
で
協
力
で
き
る
こ
と

を
探
り
、
小
さ
な
こ
と
で
も
で
き
る

こ
と
か
ら
手
掛
け

て

い
き
た

い
と

思

っ
て
い
る
。

会
員
の

一
人

一
人
の
考
え
や
願

い

を
各
支
部
で
出
し
合

い
、
都
退
職
校

長
会

へ
提
案
す
る
こ
と
は
大
事
な
こ

と
だ
と
感
じ
て
い
る
。

最
後
に
、
巻
頭
言
に
も
書
か
れ
て

い
る
が
能
登
半
島
地
震
の
爪
痕
は
大

き
く
、
元
の
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。

一
日
も
早

い
復
興
を
願
う
ば
か
り
だ
。

（石
原
容
子
）

麻
蒻マ2023年 12月 17日 三鷹跨線橋廃止
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